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謹
ん
で
、新
春
の
お
祝
詞
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

組
合
員
並
び
に
地
域
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、ご
家
族
お
揃
い
で
輝
け
る
新
年
の
良
き
門

出
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
常
日
頃
、当
Ｊ
Ａ
事
業
に
多
大
な
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、我
が
国
全
体
と
し
て
人
口
減
少
や
超
高
齢
社
会
を
迎
え
る
中
で
、地
域
の
農
業
や
社
会
の

情
勢
変
化
は
著
し
く
、農
家
戸
数
・
農
業
就
業
人
口
の
急
速
な
減
少
や
組
合
員
・
利
用
者
ニ
ー
ズ

の
多
様
化
、マ
イ
ナ
ス
金
利
等
の
長
期
化
に
よ
る
利
益
圧
迫
な
ど
、Ｊ
Ａ
を
取
り
巻
く
環
境
は
非
常

に
厳
し
い
状
況
に
置
か
れ
、地
域
社
会
や
経
済
の
疲
弊
と
と
も
に
Ｊ
Ａ
の
経
営
基
盤
が
弱
体
化
し

３
つ
の
危
機
「
農
業
・
農
村
の
危
機
」「
組
織
・
事
業
・
経
営
の
危
機
」「
協
同
組
合
の
危
機
」
に

直
面
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、施
設
の
維
持
・
管
理
面
で
も
老
朽
化
が
進
み
、今
後
も
修
繕
費
等
莫
大
な
費
用
負
担
の

発
生
が
起
こ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
危
機
を
打
破
す
る
た
め
Ｊ
Ａ
南
彩
で
は
組
織
整
備
計
画
策
定
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、組
織

整
備
計
画
の
策
定
へ
向
け
て
店
舗
等
の
統
合
や
不
稼
働
資
産
の
処
分
、本
店
組
織
再
編
、統
廃
合
跡

地
の
処
分
、店
外
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
対
応
な
ど
に
つ
い
て
協
議
を
し
、総
代
会
に
提
案
し
て
い
く
所
存
で
ご

ざ
い
ま
す
。　
　

　

こ
れ
に
よ
り
、現
在
の
経
営
資
源
を
効
率
的
に
活
用
し
て
事
業
の
拡
大
を
図
り
、組
合
員
・
利
用

者
の
満
足
度
向
上
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、老
朽
化
し
た
本
店
・
支
店
を
は
じ
め
と
す
る
施
設
を

整
備
し
、利
便
性
の
向
上
や
安
全
性
の
確
保
を
行
い
『
地
域
に
根
ざ
し
た
協
同
組
合
の
実
現
』
に

向
け
て
取
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、中
期
３
か
年
計
画
に
つ
き
ま
し
て
は
前
回
の
枠
組
み
を
継
続
し
、「
創
造
的
自
己
改
革

へ
の
実
践
〜
組
合
員
と
と
も
に
農
業
・
地
域
の
未
来
を
拓
く
〜
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
と
し
、「
農

業
者
の
所
得
増
大
」「
農
業
生
産
の
拡
大
」
へ
の
さ
ら
な
る
挑
戦
、「
地
域
の
活
性
化
」
へ
の
貢
献
、

組
合
員
の
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
」
の
確
立
を
基
本
目
標
と
し
て
、「
持
続
可
能
な

農
業
の
実
現
」「
豊
か
で
暮
ら
し
や
す
い
地
域
社
会
の
実
現
」「
協
同
組
合
と
し
て
の
役
割
発
揮
」

を
め
ざ
し
、役
職
員
一
体
と
な
り
実
践
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
、持
続
可
能
な
経
営
基
盤
の
確
立
に
向
け
て
、よ
り
一
層
経
営
の
健
全
性
・
透
明
性
を
は
か

る
と
と
も
に
、自
己
責
任
に
基
づ
く
適
切
な
経
営
管
理
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、組
合
員
の
皆

様
を
は
じ
め
地
域
利
用
者
の
皆
様
に
も
ご
支
援
・
ご
協
力
を
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、組
合
員
の
皆
様
と
ご
家
族
、地
域
利
用
者
の
皆
様
方
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
、そ
し
て
本

年
が
最
良
の
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
年
頭
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

『
地
域
に
根
ざ
し
た
協
同
組
合
の
実
現
』に
向
け
た

組
織
・
経
営
基
盤
の
確
立
と
強
化
を
め
ざ
し
て
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令
和
元
年
度
農
家
組
合
長
・
支
部
長
・
生
産
団
体
長

県
外
研
修
会
開
催
（
久
喜
・
菖
蒲
）

湯
け
む
り

セ
ミ
ナ
ー
開
催

　

11
月
15
日
、
県
が
進
め
る
困
窮
世
帯
の
小
学
生
向
け
学
習
・
生
活
支
援
教
室
の
ジ

ュ
ニ
ア
・
ア
ス
ポ
ー
ト
教
室
に
、
今
年
は
中
野
榮
一
組
合
長
の
圃
場
で
収
穫
さ
れ
た

さ
つ
ま
い
も
を
寄
贈
い
た
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
南
彩
が
地
域
貢
献
す
る
事
業
に
賛
同
し

支
援
を
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
直
売

所
を
通
じ
て
農
家
の
協
力
の
も
と
、

お
米
や
旬
の
青
果
物
の
提
供
を
行
う

予
定
で
す
。　
　

　

ア
ス
ポ
ー
ト
学
習
支
援
白
岡
セ
ン

タ
ー
の
梅
田
清
栄
セ
ン
タ
ー
長
は「
日

ご
ろ
野
菜
を
食
べ
ら
れ
て
い
な
い
子

供
も
多
い
の
で
野
菜
は
非
常
に
あ
り

が
た
い
で
す
。
煮
物
を
初
め
て
食
べ

る
と
い
う
子
供
も
お
り
ま
す
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

　

11
月
20
日
、
久
喜
市
菖
蒲
町
上
大
崎
で
苺

栽
培
を
さ
れ
て
い
る
木
村
文
子
さ
ん
と
松
本

勝
宏
さ
ん
が
、
苺
で
は
Ｊ
Ａ
南
彩
初
の
Ｓ

－

Ｇ
Ａ
Ｐ
を
2
人
同
時
に
取
得
さ
れ
ま
し
た
。

　

Ｓ

－
Ｇ
Ａ
Ｐ
と
は
埼
玉
県
で
策
定
し
て
い

る
農
業
に
関
す
る
法
律
や
規
則
、
モ
ラ
ル
を

守
る
こ
と
に
よ
り
、
食
品
安
全
・
労
働
安
全
・

環
境
安
全
に
配
慮
し
た
持
続
的
な
農
業
経
営

を
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

　

木
村
さ
ん
は
「
今
後
も
継
続
し
て
美
味
し

い
苺
を
た
く
さ
ん
食
べ
て
も
ら
い
た
い
」
松

本
さ
ん
は
「
思
っ
て
い
て
も
、
な
か
な
か
出

来
な
い
こ
と
だ
け
ど
、
こ
の
よ
う
な
機
会
が
あ
っ
て
整
理
整
頓
が
で
き
て
良
か
っ
た
。
安

全
安
心
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

学
習
・
生
活
支
援
教
室
へ「
さ
つ
ま
い
も
」を
寄
贈

（左）アスポート学習支援白岡センター
梅田  清栄センター長と（右）外山　操
副センター長

　

11
月
20
日
、
久
喜
・
菖
蒲
地
区
の
農
家
組
合
長
・
支
部
長
・
生
産

団
体
長
を
対
象
と
し
た
、
県
外
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
会
は
、
当
組
合
の
組
織
基
盤
で
あ
る
農
家
組
合
、
生
産

組
織
団
体
の
代
表
者
で
あ
る
農
家
組
合
長
・
支
部
長
・
生
産
団
体
長

に
対
し
、
日
頃
の
事
業
利
用
に
対
す
る
感
謝
と
親
睦
及
び
意
見
交
換

を
目
的
と
し
た
研
修
会
で
、
山
梨
県
に
あ
る
「
風
土
記
の
丘
農
産
物

直
売
所
」
を
見
学
し
、
山
梨
県
富
士
山
温
泉
ホ
テ
ル
「
鐘
山
苑
」
で

昼
食
を
と
り
な
が
ら
親
睦
を
図
り
ま
し
た
。
久
喜
・
菖
蒲
地
区
総
勢

53
名
の
農
家
組
合
長
・
支
部
長
・
生
産
団
体
長
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
野
榮
一
組
合
長
は
挨
拶
で
、
常
日
頃
の
Ｊ
Ａ
事
業
に
対
す
る
御

礼
を
述
べ
、「
現
在
、
創
造
的
自
己
改
革
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
掲
げ

役
職
員
一
体
と
な
っ
て
自
己
改
革
に
取
組
ん
で
い
る
。
自
己
改
革
の

実
践
に
あ
た
っ
て
は
組
合
員
皆
様
の
参
画
も
必
要
不
可
欠
で
す
の
で
、

是
非
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
各
連
合
会
の
ご
臨
席
を
賜
り
、
ご
祝
辞
を
頂
き
ま
し
た
。

カメラニュース

　

11
月
25
日
、
26
日
の
2
日
間
、
長
野
県
信

州
上
諏
訪
温
泉
ホ
テ
ル
「
浜
の
湯
」
に
て
Ｊ

Ａ
南
彩
共
済
友
の
会「
湯
け
む
り
セ
ミ
ナ
ー
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
共

済
友
の
会
の
イ
ベ
ン
ト
の
１
つ
と
し
て
毎
年

開
催
さ
れ
て
お
り
、
今
年
は
43
名
の
会
員
が

参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
古
今
亭
志
ん
彌
師
匠
に

よ
る
落
語
を
楽
し
ん
だ
後
、
夕
食
を
頂
き
な

が
ら
豪
華
賞
品
が
当
た
る
抽
選
会
や
カ
ラ
オ

ケ
大
会
を
行
い
、
会
場
は
大
変
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。
道
中
で
は
、
日
本
最
古
の
神

社
の
1
つ
諏
訪
大
社
上
本
宮
で
の
参
拝
や
、

４
０
０
年
の
歴
史
を
誇
る
名
城
「
国
宝
・
松

本
城
」
を
観
光
し
日
本
の
歴
史
に
触
れ
、
ゆ

っ
た
り
散
策
を
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
楽
し
く
て
大
満
足
で
す
。

来
年
も
参
加
し
た
い
」
と
い
う
声
を
多
く
い

た
だ
け
た
セ
ミ
ナ
ー
で
し
た
。

苺
栽
培
で
Ｓ

－
Ｇ
Ａ
Ｐ
取
得

（左）木村 文子さん（中央・右）松本 勝宏さんご夫妻
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JA南彩は、各地区を拠点に組合員、職員、地域住民とのふれあい活動を通じて、地域農業と生活の向上に取組んでいます。

地 区 ふ れ あ い 活 動

〇菖蒲南支店
　10月21日、久喜市
立小林小学校で３年生
から６年生の生徒が稲
刈り体験学習を行いま
した。地元農家の方々
の協力のもと鎌での刈
り取り作業を行い、コ
ンバインでの収穫作業も見学しました。とれた新米は小学
校の小林祭でカレーライスとして地域の方にも提供されま
した。

〇三箇支店
　9月上旬に梨選
果所と梨農家の圃
場見学をした、久
喜市立三箇小学校
3年生が絵を描い
てくれました。三
箇支店に26枚の絵
が掲示されました。

〇三箇支店
　11月17日、三箇支店
駐車場にて、第18区自主
防災会の防災訓練に参加
しました。地域の方々と
炊き出し（カレー作り）
を行い、防災への意識の
向上と地域の方々とのコ
ミュニケーションが図ら
れました。

〇菖蒲南支店
　11月10日、久喜市立
栢間小学校でさつまい
もと大根の収穫体験が
行われました。地元農
家の方から掘り方のコ
ツを教わった生徒達は
力いっぱい収穫を頑張
りました。採れた野菜は生徒、地域の協力者の方々で分け合
いました。

11月23日㈯　宮代支店 12月7日㈯　岩槻城南支店

JA南彩
　ふれあい
　感謝祭

開催!!

カメラニュース

　毎年恒例のJA南彩ふれあい感謝祭が、
11月23日の宮代地区から始まり12月7
日、14日、21日の4日間開催されました。
　JA利用者様へ日頃の感謝を込めて、
地場産の新鮮野菜など特価販売されま
した。また各会場で抽選会や、女性部・
青年部も参加し、赤飯やわたあめなど
を販売しました。今年も各会場は多く
の来場者で賑わいました。12月14日㈯　春日部支店 12月7日㈯　蓮田営農経済センター

12月14日㈯　白岡ライスセンター 12月21日㈯　菖蒲グリーンセンター12月14日㈯　久喜営農経済センター
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　岩槻城南支店で、寄せ植え教室を開催し、15名が参加
いたしました。フラワーショップクワノより講師を招き、
お正月に向けて葉ボタンなどの寄せ植えをしました。立
ちながらの作業でしたが、楽しくできました。

11月26日 岩槻支部

　『第２回ＪＡ青パパイヤ料理コンテスト』を蓮田市農
業者トレーニングセンターで開催し、女性部７支部が出
場し、工夫を凝らした料理で競い合いました。最優秀賞
には、宮代支部の『青パパイヤパイ』が選ばれました。

11月18日 青パパイヤ料理コンテスト

　菖蒲支店会議室で貝沼講師を招きクリスマスリース作
りを開催しました。７名が参加し、クリスマスに向けた
可愛らしい色鮮やかなリースが完成しました。

12月5日 菖蒲支部 菖蒲地区

　岩槻北部公民館で料理講習会を開催し、18名が参加し
ました。チーズケーキを作り、皆で美味しくいただきま
した。

11月18日 岩槻支部 慈恩寺地区

　一般社団法人全日本司厨士協会関東総合地方本部埼玉県
本部主催による「埼玉県地産地消ブランド農産物を味わう
集い」のPRイベントへ参加しました。当日は県産野菜の展
示や、埼玉県ブランド農産物を中心とした料理の提供、各
ＪＡの農産物販売促進員による農産物のPR等が行われまし
た。

11月25日 地産地消ブランド農産物を味わう集い／
ホテルブリランテ武蔵野

　ＪＡ東京中央農業感謝まつりに参加し、青パパイヤ、カラ
フル人参、いちご、梨カレー、レッズカレー、南彩そばの販
売を行いました。
　試食は青パパイヤ、カラフル人参、南彩そばの３品を用意
し、特に南彩そばは、こしがあって美味しいと好評でした。
ＪＡ南彩の新規作物、オリジナル商品の良いPRができました。

12月1日　ＪＡ東京中央本店

女
活
性
動
部
報 告

な
活
ん
動
さ い 小 町
報 告
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　10月26日、JリーグYBCルヴァンカップ決勝が行われた埼玉ス
タジアムで埼玉県産農産物や加工品をPRする販売促進イベント
に参加しました。久喜市菖蒲町大澤農園のカットしたにっこり
梨や梨サイダーと部員の栽培する大根、長ねぎを使用したもつ
煮450食分が完売しました。
　買い求めた両チームのサポーターは「とてもみずみずしくて
美味しい梨だった。応援にも力がみなぎってくる」と話してい
ました。

　12月５日さいたま市の埼玉会館にて、令和元年度JA青年部幹部
研修会・JA青年の主張大会が開催されました。今大会は関東甲信
越地区１都８県の青年部が出席し、埼玉県代表としてJA南彩青年
部久喜支部の笠井良泰さんが出場しました。埼玉県内の盟友の応援
を受け、「農業を始めて」と題し農業を始めたきっかけや、自身の
目指す姿、感じた事を堂々と発表し優秀賞を受賞しました。
　笠井さんは、「とても良い経験になりました。多くの方々にご協
力頂き、非常にありがたく思っています。感謝の気持ちを忘れず、
そして、謙虚に頑張っていきます」と力強く話していました。

青
活
年
動
部
報 告埼玉スタジアムで販売促進

令和元年度JA青年部幹部研修会・
JA青年の主張関東甲信越地区大会

毎月、TAC（担い手支援担当）の取組み状況などをご報告いたします。TAC通信

　営農支援課中部地区（白岡・蓮田・宮代）担当の小林です。�
　南彩管内中部地区を中心に取り組んでいただいている「彩に
んじん南ちゃん」について、12月号に続き、ご紹介させてい
ただきます。�
　「彩にんじん南ちゃん」は今年で取組3年目になるカラフル
人参の愛称です。人参といえばオレンジ色のイメージが強いで
すが、実はその他にもイエロー・パープル・ダークパープル・
ホワイトなど様々な色の人参があります。カラフル人参の特徴
は通常の人参に比べて糖度が高く、通常の調理はもちろん、野菜ステ
ィック、ケーキやジュースなど様々な調理に適しています。またパー
プルの人参にはポリフェノールが多く含まれているのも特徴の一つで
す。�
　JA南彩ではオレンジ・イエロー・パープルの三色での植え付けを基
本とした作付けをお勧めしています。今年度は管内で60aの作付けを
行っていて、11月27日に初出荷を迎えました。JAの直売所やスーパ
ーなどで愛称の「彩にんじん南ちゃん」が印刷されたオリジナルデザ
インの袋にて販売されていますので、店頭でお見かけの際には食卓の
彩りとしても使える「彩にんじん南ちゃん」をぜひご賞味下さい。�
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　市原功樹さん、髙塚正史さん、押田英行さんたちはそれぞれイチゴ農家で、酸味が少なくま
ろやかな甘みでしっかりとした果肉が特徴の「やよいひめ」を栽培しています。３人は出荷
所で顔を合わせている内に、年齢が近いということもあり意気投合し、平成29年に「実りの
会」を発足しました。
　イチゴの栽培は長雨や台風など天候に左右されやすいのと、ハダニ等の害虫に悩まされたり
し、栽培期間中は試行錯誤しながら取組んでいましたが、月１回の「実りの会」でお互いの圃場
を見て相談や情報交換をすることでより良いイチゴ作りになっているそうです。

　３人は「志同じく技術の向上を目指していきたい」「菖蒲のイチゴをもっとアピールして広めてい
きたい」と力強く意気込みを話してくれました。� （千葉通信員）

実りの会

市
いちはら

原 功
いさ き

樹さん
髙
たかつか

塚 正
まさ し

史さん
押
おしだ

田 英
ひでゆき

行さん
　（久喜市菖蒲地区）

し、栽培期間中は試行錯誤しながら取組んでいましたが、月１回の「実りの会」でお互いの圃場
を見て相談や情報交換をすることでより良いイチゴ作りになっているそうです。

　３人は「志同じく技術の向上を目指していきたい」「菖蒲のイチゴをもっとアピールして広めてい
きたい」と力強く意気込みを話してくれました。�

みんな�の�広場

苺狩り情報

品種　とちおとめ、やよいひめ
個人の予約は不要です。
団体は要予約（25名様以上から１名様につき100円引き）

苺の生育状況および天候不順により入場をお断りする場合がございます。

菖蒲グリーンセンター
☎0480－85－4444 AM9:00～PM6:00

皆様のご来店
　お待ちしております!!

期間 1月6日㈪～ 5月下旬
　　　　（午前9:30 ～午後3:00）
料金 一　般 こども

（小学生以上）（３歳～未就学児）
1月6日～ 3月31日 1,600円 1,100円
4月1日～ 5月10日 1,300円 1,000円
5月11日～閉園まで 1,100円 800円

2歳以下は無料です。

彩農あり！

写真左から　市原　功樹さん、髙塚　正史さん、押田　英行さん

　市原功樹さん、髙塚正史さん、押田英行さんたちはそれぞれイチゴ農家で、酸味が少なくま

　（久喜市菖蒲地区）
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　野菜農家の関根さんは、主に市場出荷と直売
所出荷をしています。「あさつゆの里（ＪＡ南
彩岩槻直売所）にオープン当初から会員登録し
ており生産者番号２番という番号も大変気に入
っています。毎朝直売所で会うメンバーとの会
話に花が咲き、出荷する野菜が用意できなくて
みなさんと会えない日は、なんとも寂しいかぎ
りです」と話してくださいました。
　得意なことは、こし餡と味噌作りで、春は草
餠、夏はお饅頭、秋はおはぎと手作りしたこし
餡を使い四季折々のお饅頭を作り、嫁いでから
ずっと親戚に配っています。また夏は枝豆の出
荷をしているので、大豆がたくさん取れるため
一年中味噌づくりが出来るそうです。
　女性部には発足以来加入しておりましたが、
多忙のためなかなか参加できずにいまし
た。地区長となりイベントを行う中で、
今までの役員さんのご苦労を知ると
ともに、他地区の役員さんと知り合
え交流を深めています。
　年二回小学校の同窓会があり、
夫と作った野菜を少しですが皆に
持っていくと大変喜んでもらえます。
古希を迎えた今、常に自分に何がで
きるかを問いかけながら、毎日を楽し
く過ごしています。
 （金子通信員）

一年中味噌づくりが出来るそうです。
　女性部には発足以来加入しておりましたが、
多忙のためなかなか参加できずにいまし
た。地区長となりイベントを行う中で、
今までの役員さんのご苦労を知ると

持っていくと大変喜んでもらえます。
古希を迎えた今、常に自分に何がで
きるかを問いかけながら、毎日を楽し

 （金子通信員）

みんな�の�広場

　野菜農家の関根さんは、主に市場出荷と直売

関
せ き ね

根 秀
ひ で こ

子さん（さいたま市岩槻区城南）
JA南彩女性部　岩槻支部柏崎地区　地区長

いきいきさん

平成16年１月号掲載

青パパイヤのパイ焼き

●作り方
①冷凍パイシートを前日の夜に冷凍庫から冷蔵庫に入れ解凍しておきます。
②青パパイヤを１/８に切り、さらに三等分に切る（少し厚めの銀杏切り）。
③ 青パパイヤを鍋に入れ、水を加えて火にかけ灰汁を取りながら中火で煮る。オーブ
ンを１８０度に温めておく。バター・レモン汁・砂糖８０ｇを入れ煮詰め、焦がさ
ないように汁気がなくなるまで煮る。火を止める前にシナモンパウダーを入れ、コ
ンスターチで青パパイヤを絡める。
④ アルミホイルの器に、パイ生地半分を敷く、パイ生地の上に青パパイヤを均等に適
量乗せ、卵黄と卵白に分け、卵白を刷毛でパイ生地の周りに塗る。
⑤ パイ生地の残り半分を覆いかぶさるように乗せ、刷毛で塗った部分をつなぎとし、
上下くっつけた後、包丁で数本切れ目を入れ、その上から卵黄を刷毛で塗る。
⑥オーブンで２０分１８０度の熱で焼く（オーブンの機種によって温度が変わります）
　できあがり。

●材料（６人分）
　青パパイヤ……１/２個
　冷凍パイシート…６人分
　水……………………適量
　バター ……………２０g

砂糖 ………………８０g
レモン汁 ………１/２個
シナモンパウダー

……小さじ１（適量）

コンスターチ
……小さじ１（適量）

卵 ……………………１個

●
①冷凍パイシートを前日の夜に冷凍庫から冷蔵庫に入れ解凍しておきます。
②青パパイヤを１/８に切り、さらに三等分に切る（少し厚めの銀杏切り）。
③ 青パパイヤを鍋に入れ、水を加えて火にかけ灰汁を取りながら中火で煮る。オーブ

④ アルミホイルの器に、パイ生地半分を敷く、パイ生地の上に青パパイヤを均等に適

⑤ パイ生地の残り半分を覆いかぶさるように乗せ、刷毛で塗った部分をつなぎとし、

⑥オーブンで２０分１８０度の熱で焼く（オーブンの機種によって温度が変わります）
　できあがり。

●作り方●

青パパイヤ
料理コンテスト
優勝作品!!

JA南彩女性部
宮代支部

9 ◦ なんさい



営農情報 お問い合わせ
●JA南彩　営農部　営農支援課　担当　0480（87）1135

農作業機付き農耕トラクタの公道走行について
農作業機を直接装着した農耕トラクタの公道走行が可能になりました
　今般、農作業機を装着した農耕トラクタによる公道走行にあたっての取扱いを明確にするため、地
方運輸局から「道路運送車両の保安基準第55条」に基づく基準緩和認定について公示が行われました。
　これにより、農耕トラクタの使用者が公示された基準緩和認定の条件や制限事項を遵守することに
より、農作業機を農耕トラクタに装着したままでも公道走行が可能となります。

ご注意ください!!
公道走行にあたっては、以下のチェックポイントを全てクリアーすることが条件となりま
す。特に「大型特殊免許」をお持ちでない場合は、お持ちのトラクターの作業機の幅を測っ
て頂き、1.7mを超えている作業機を運転した場合、無免許運転の罰則に該当し、免許取
消処分となりますのでご注意が必要です。

①確認できない（見えない）場合に必要な対応
　所定の位置に灯火器類を別途設置する必要※があります。
　�※単体で長さ4.7m以下、幅1.7ｍ以下、高さ2.0ｍ以下、かつ、最
高速度15km/h以下の農耕トラクタの場合、車幅灯、尾灯、制動灯、
後退灯については取付義務がないので、作業機を装着した場合でも
設置の必要はありません。

②確認できる（見える）場合でも必要な対応
①�灯火器類が確認できる場合でも、取付位置が最外側（農作業機の
端）から40cmを超える場合は、作業機の両端に反射器（前面白
色、後面赤色）を設置する必要があります。
②�保安基準緩和の条件となる制限を受けていることを示す標識
を後面の見やすい位置に表示する必要があります。

□　チェックその1（灯火器類の確認）

※道路運送車両の保安基準により、各種灯火器類の取り付け位置は以下のように定められています。
前照灯（ヘッドライト）　　　：�最外側から40cm以内（可能な限り）、高さは50cm（可能な限り）以上120cm（可能な限り）

以下（夜間に前方50m先の障害物を確認できること）
車幅灯（ポジションランプ）　：�最外側から40cm以内、高さは地上25cm以上210cm以下（夜間に前方300mから確認

できること）
尾灯（テールランプ）　　　　：�最外側から40cm以内、高さは地上35cm以上210cm以下（夜間に後方300mから確認

できること）
後部反射器　 　　　　　　　：�最外側から40cm以内、高さは地上25cm以上150cm以下（夜間に後方150mから確認

できること）
制動灯（ブレーキランプ）　　：�最外側から40cm以内、高さは地上35cm以上210cm以下（昼間に後方100mから確認

できること）後退灯（バックランプ）�：高さは地上25cm以上120cm（可能な限り）以下（昼
間に後方100mから確認できること）

方向指示器（ウィンカー）　　：�最外側から40cm以内、高さは地上35cm以上230cm以下（昼間に方向の指示を示す方
向100mから確認できること）

農作業機を装着しても、灯火器類（方向指示器、後部反射器、前照灯、車幅灯、尾
灯、制動灯、後退灯）が他の交通から確認できることが必要です。
農作業機を装着した状態で、農耕トラクタの前方や後方から灯火器類の取付け状態
を確認しましょう。
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□　チェックその２（車両幅の確認）

□　チェックその3（安定性の確認）

□　チェックその4（免許の確認）

①�農耕トラクタ単体で、長さ4.7m以下、幅1.7ｍ以下、高さ2.0ｍ以下、かつ、最高速度15km/h以下の場合、農
作業機を装着した状態で、車両の幅が1.7mを超えていないか確認しましょう。

農作業機を装着することで農耕トラクタの安定性（傾斜角度）が変わるため、安定性の保安基準（30度又は35度）
を満たせなくなる場合があります。その場合は、運行速度15km/h以下で走行しなければなりません。
○安定性の確認方法
①�農耕トラクタと作業機の組合せによる安定性の確認結果については、（一社）日本農業機械工業会のホームペー
ジで公表しています。安定性が確認されたものについては、15ｋｍ/h以下
　での走行制限はありません。
○安定性が確認されていない場合に必要な対応
①�保安基準緩和の条件となる制限を受けていることを
　示す標識「　　運行速度15キロメートル毎時以下」
を後面の見やすい位置に表示する必要があります。
②運転者席にも制限速度を表示する必要があります。

小型特殊・普通免許で運転が可能なものは、農耕トラクタ単体又は農耕トラクタに農作業機を装着し
た状態での寸法が、長さ4.7ｍ以下、幅1.7ｍ以下、高さ2.0ｍ以下（安全キャブや安全フレームの高
さ2.8m以下）を満たす必要があります。このため、農作業機を装着することにより、この寸法を超
える場合には、これまでどおり
大型特殊免許が必要です。
なお、車検制度上ではこの寸法
を超えても大型特殊には該当し
ないため、車検は必要ありませ
ん。

○幅が1.7mを超えている場合に必要な対応
　機体左側に後写鏡（サイドミラー）を設置する必要があります。
　�※�道路運送車両の保安基準により、以下のように定められています。
　　�幅が1.7mを超える場合、自動車の左右の外側線上後方50ｍまでの間に

ある車両の交通状況及び左外側線付近を確認できること。

②��農耕トラクタ単体の大きさを含め、農作業機を装着した状態で幅が2.5mを超えて
いないか確認しましょう。
　幅が2.5mを超えている場合には、道路法に基づく特殊車両通行許可が必要です。
○幅が2.5mを超えている場合に必要な対応
①�道路管理者（国道：地方整備局、都道府県道：各都道府県、市道：各市町村）から、特殊車両通行許可を得る必
要があります（農道は許可を得る必要はありません）。
②�車両の最外側が分かるよう、外側表示板、反射器、灯
火器を設置する必要があります。
③�保安基準緩和の条件となる制限を受けていることを示
す標識「　　全幅〇.〇〇メートル」を後面の見やすい
位置に表示する必要があります。
④運転者席にも幅を表示する必要があります。
　�※�道路運送車両法の保安基準により、車両の幅は2.5m以

内と必要が定められています。
　　�道路法においても、車両の幅は2.5m以内と定められて

います。

11 ◦ なんさい



台風被害に関する建物更生共済のお支払いについて（概要）
このたびの台風19号により被害を受けられた皆様に心よりお見舞い申しあげますとともに、一日も早い

復旧をお祈り申しあげます。当ＪＡとして、迅速な共済金の支払いに向け、全力で取り組んでまいります。
　ＪＡの「建物更生共済」は、風災（台風、せん風、暴風、暴風雨など）や水災（台風・暴風雨・豪雨など
による洪水・高潮・高波・土砂崩れ・崖崩れ・地すべり）によって、建物や家財家具（共済の対象）に所定
の損害があった場合に共済金をお支払いします。
なお、ご契約日（年度）によってお支払いできる共済金や共済金の額が異なりますのでご留意ください。

※火災共済は自然災害（台風・豪雨等）では共済金をお支払いできません。
この機会に建物更生共済をご検討ください！

風災や水災によって、建物や家財家具（共済の対象）に以下の損害があった場合、風水災等共済金もしく
は自然災害共済金をお支払いします。

　平成29年4月1日以降ご契約（むてきプラス・My家財プラス）

○実損てん補および比例てん補（付保割合80％以上）のご契約

対象となる災害
お支払いする場合 共済金の額

風災 水災

○ × 風災によって生じた損害の額が５万円以上のとき　　

損害の額
（火災共済金額を限度とします）○ ○ 風災・水災によって生じた損害（床下浸水による損害を

除きます）の損害割合が３％以上５％未満のとき

○ ○ 風災・水災によって生じた損害の損害割合が５％以上の
とき

※ 実損てん補のご契約とは、主契約が建物で、実損てん補特約が付帯されたご契約を指します。家財主契約の場合、全て実損てん補の
ご契約となります。

○比例てん補（付保割合80％未満）のご契約

対象となる災害
お支払いする場合 共済金の額

風災 水災

○ × 風災によって生じた損害の額が５万円以上のとき　　
　　　　　火災共済金額

損害の額×－－－－－－－－－－－－－
　　　　　共済価額×80％

（火災共済金額を限度とします）

○ ○ 風災・水災によって生じた損害（床下浸水による損害を
除きます）の損害割合が３％以上５％未満のとき

○ ○ 風災・水災によって生じた損害の損害割合が５％以上の
とき

※ 比例てん補のご契約とは、主契約が建物で実損てん補特約が付帯されていない
契約を指します。
※「損害割合」とは、損害の額÷共済価額をいいます。
※「付保割合」とは、火災共済金額÷共済価額をいいます。 　【19118480223】

この資料は概要を説明したものです。詳細につきましては「重要事項説明書（契約概要・注意喚起情報）」および「ご契約のしおり・約款」
により必ずご確認ください。
お問い合わせやご相談は、最寄りの支店までご連絡ください。

＜全国＞ 単位：件、万円

発生月 災害名 支払件数 支払金額

令和元年
9月

台風
15号 49,721 3,833,427

令和元年
10月

台風
19号 43,052 6,749,806

＜埼玉県＞ 単位：件、万円

発生月 災害名 支払件数 支払金額

令和元年
9月

台風
15号 918 29,638

令和元年
10月

台風
19号 1,680 198,538

＜南彩＞ 単位：件、万円

発生月 災害名 支払件数 支払金額

令和元年
9月

台風
15号 93 3,781

令和元年
10月

台風
19号 163 4,326

令和元年12月13日現在

なんさい ◦ 12



役員改選のお知らせ
　役員の任期は３年です。今年は役員改選の年ですが、役員の定数や選出の仕組みが変更となります
のでお知らせいたします。

変更内容　　
１　役員の定数が減ります。
　　昨年開催された総代会で定款変更（役員定数の変更）についてご承認いただきました。
　　変更前　理事30人以上36人以内　監事７人以上９人以内
　　変更後　理事26人以上31人以内　監事５人以上７人以内
２　青年部理事枠を設けました。
　�　農協法第30条第13項に「その理事の年齢及び性別に著しい偏りが生じないように配慮しなけれ
ばならない」と配慮規定があります。当組合では農業後継者の意思反映をすすめる観点から青年部
から理事枠を１人設けました。
３　監事の選任ブロック制、輪番選任ブロック制を導入しました。
　�　選任ブロック制とは、管内を南部ブロック（岩槻・春日部地区）、中部ブロック（蓮田・白岡・宮
代地区）、北部ブロック（久喜・菖蒲地区）の３ブロックに分け、各１名ずつ割振り３名を選出します。
　　輪番選任ブロック制とは、選任ブロックから改選期ごとに輪番により２名を選出します。

令和２年度以降の役員（理事・監事）の地区別定数� 単位：人
変更後 変更前

地区名 区 理　事 監　事 合　計 理　事 監　事 合　計
さいたま市
岩槻区 第１区～第６区 ５

（３） １
選任ブロック
（南部）

10

６
（３） １ ７

春日部市 第７区～第11区 ４
（２）

５
（３） １ ６

蓮田市 第12区～第14区 ３
（２）

１
選任ブロック
（中部）

９

４
（２） １ ５

白岡市 第15区～第17区 ３
（２）

４
（２） １ ５

宮代町 第18区～第19区 ２
（１）

２
（１） １ ３

久喜市
（菖蒲町を除く） 第20区～第23区 ３

（２） １
選任ブロック
（北部）

８

４
（２） １ ５

久喜市
菖蒲町 第24区～第27区 ４

（２）
５
（３） １ ６

輪番選任
ブロック ２ ２ ― ― ―

常勤

区域全体

３ １ ４ ３ １ ４

女性部 ３ ３ ３ ３

青年部 １ １ ― ― ―

員外 １ １ １ １

合計 31
（14） ７ 38 36

（16） ９ 45

　※理事定数のカッコ内は認定農業者・実践的能力者の人数

13 ◦ なんさい



　相 談 会 の ご 案 内 JAでは相談会を開催しています。お気軽にご利用ください。

※�個別の税務相談会は事前予約制になりますので、開催日までにお電話でのご予約をお願いいたします。（ご予約いただけ
ない場合は受付できません）ご予約がない場合は開催中止となりますのでご注意ください。
※�お申込みは、事前に各支店までご連絡をお願いいたします。
※�都合により時間が変更になる場合があります。ご了承ください。

地　区 岩　槻 春日部 蓮　田 宮　代 白　岡 久　喜 菖　蒲

営農相談会
9:30〜12:00

1月10日㈮
2月13日㈭
岩槻営農
経済センター

1月16日㈭
2月18日㈫
春日部営農
経済センター

1月24日㈮
2月25日㈫
蓮田営農
経済センター

1月15日㈬
2月14日㈮

宮代支店

1月28日㈫
2月28日㈮
白岡・宮代営農
経済センター

1月21日㈫
2月21日㈮
久喜営農
経済センター

1月17日㈮
2月18日㈫
菖蒲営農
経済センター

税務相談会

1月10日㈮
2月10日㈪
岩槻城南支店
9:30〜12:00
048（798）3345

2月18日㈫
春日部支店
10:00〜15:00
048（736）5501

1月21日㈫
2月20日㈭
蓮田支店
9:30〜12:00
048（768）2190

1月８日㈬
2月13日㈭
宮代支店
9:30〜12:00
0480（32）0102

1月8日㈬
2月13日㈭
白岡大山支店
13:30〜15:30
0480（92）2315

1月23日㈭
2月25日㈫
久喜江面支店
9:30〜12:00
0480（21）1101

1月23日㈭
2月25日㈫
菖蒲支店
13:30〜15:30
0480（85）0040

南
彩
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン�

inform
ation�

JA南彩ラストスパートGOGO企画

旅行出発日
第1班　2020年2月17日㈪～2月19日㈬
　　　岩槻・春日部・蓮田地区
第2班　2020年2月18日㈫～2月20日㈭
　　　宮代・白岡・久喜・菖蒲地区

旅行代金

55,000円
　　      4名以上一室
（3名一室 58,000円）（2名一室 65,000円）

大人
お一人様

日次 　　　　　　　　　　行程 食事 宿泊地

1
JA南彩 出発（6:30～7:30）＝＝最寄IC＝＜圏央・東名＞＝＝豊川IC＝＝
ちくわの里（ヤマサちくわ直営店で昼食）＝＝伊良湖港～～（伊勢湾フェ
リー）～～鳥羽港＝＝○二見浦（国の名勝指定/夫婦岩）＝＝鳥羽シーサイ
ドホテル（17:20着　宿泊）

昼
夕

鳥羽シーサイドホテル
☎ 0599-25-8181
〒517-0021

三重県鳥羽市安楽島町1084

2
ホテル 出発（8:30発）＝＝○伊勢神宮（豊受大御神を祀る/下宮）＝＝伊
勢神宮（内宮・おかげ横丁散策・勢乃國屋　伊勢うどん・手こね寿司の昼
食）＝＝○東海道五十三次宿場町【関宿】（古き良き歴史の街散策）＝＝
吉良観光ホテル（16:30着　宿泊）

朝
昼
夕

吉良観光ホテル
☎ 0563-32-1181

〒444-0513　愛知県西尾市
吉良町宮崎田ノ上15

3

ホテル 出発（8:15発）＝=○まるや八丁味噌（工場見学＆お土産付）＝＝
○無量寺（ガン封じ寺　住職によるガン予防の法話が人気）
○山本水産  味のヤマスイ（三河湾の新鮮味魚介類が豊富）＝＝蒲郡オレン
ジパーク（名物あさり釜ぶし御膳の昼食）＝＝音羽蒲郡IC＝＝＜東名・圏
央＞＝＝最寄りIC＝＝JA南彩 到着（18:00～19:00着）

朝
昼

※ご都合により行程および時刻は変更になる場合がございます。※後日、改めて集合・解散地（および時刻）をお知らせいたします。

■申込締切日／令和２年１月24日㈮
※ただし定員になり次第締め切らせていただきます。

■募集人員／各班40名
■添乗員／同行して旅程管理業務を行います。
■最少催行人員／30名

■申込金／20,000円（旅行代金に充当いたします）
■食事条件／朝2回・昼3回・夕2回（全食事付）
■利用バス会社／三倭観光バス
■利用ホテル／鳥羽シーサイドホテル（1泊目）
　　　　　　／吉良観光ホテル（2泊目）

○下車観光　　＝バス　　～～船舶

吉良町宮崎田ノ上15吉良町宮崎田ノ上15吉良町宮崎田ノ上15吉良町宮崎田ノ上15吉良町宮崎田ノ上15吉良町宮崎田ノ上15吉良町宮崎田ノ上15吉良町宮崎田ノ上15吉良町宮崎田ノ上15吉良町宮崎田ノ上15吉良町宮崎田ノ上15

※ご都合により行程および時刻は変更になる場合がございます。※後日、改めて集合・解散地（および時刻）をお知らせいたします。※ご都合により行程および時刻は変更になる場合がございます。※後日、改めて集合・解散地（および時刻）をお知らせいたします。※ご都合により行程および時刻は変更になる場合がございます。※後日、改めて集合・解散地（および時刻）をお知らせいたします。※ご都合により行程および時刻は変更になる場合がございます。※後日、改めて集合・解散地（および時刻）をお知らせいたします。※ご都合により行程および時刻は変更になる場合がございます。※後日、改めて集合・解散地（および時刻）をお知らせいたします。※ご都合により行程および時刻は変更になる場合がございます。※後日、改めて集合・解散地（および時刻）をお知らせいたします。※ご都合により行程および時刻は変更になる場合がございます。※後日、改めて集合・解散地（および時刻）をお知らせいたします。※ご都合により行程および時刻は変更になる場合がございます。※後日、改めて集合・解散地（および時刻）をお知らせいたします。※ご都合により行程および時刻は変更になる場合がございます。※後日、改めて集合・解散地（および時刻）をお知らせいたします。※ご都合により行程および時刻は変更になる場合がございます。※後日、改めて集合・解散地（および時刻）をお知らせいたします。※ご都合により行程および時刻は変更になる場合がございます。※後日、改めて集合・解散地（および時刻）をお知らせいたします。

令和初の
お伊勢参りと
三河グルメツアー

3日間
三河グルメツアー三河グルメツアー三河グルメツアー三河グルメツアー三河グルメツアー三河グルメツアー三河グルメツアー三河グルメツアー三河グルメツアー三河グルメツアー三河グルメツアー三河グルメツアー三河グルメツアー三河グルメツアー三河グルメツアー三河グルメツアー三河グルメツアー三河グルメツアー三河グルメツアー三河グルメツアー三河グルメツアー三河グルメツアー三河グルメツアー

3日間3日間
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主 要 事 業 の 概 要
── 令和元年11月末現在 ──

出資金につきましては、28億5,382万円です。

令和元年11月末 平成31年3月末 前年度末
増　　減

正 組 合 員 数 9,812人 9,822人 △ 10人
准 組 合 員 数 19,367人 19,052人 315人
組 合 員 数 合 計 29,179人 28,874人 305人

令和元年11月末 平成30年11月末 前年度
同月対比

貯 金 高 2,778億1,624万円 2,782億5,459万円 99.8%
貸 出 金 572億0,905万円 546億5,565万円 104.6%
共 済 保 有 高 6,424億1,387万円 6,563億4,580万円 97.8%
販 売 高 22億1,940万円 22億9,196万円 96.8%
購買品Ⅰ供給高 17億5,999万円 15億6,983万円 112.1%
購買品Ⅱ供給高

（各直売所・食堂） 9億3,489万円 9億7,114万円 96.2%
※ 貸出金については、貸付留保金を控除しています。

【理事会だより】

　令和元年11月28日、定例理事会が行わ
れ、次の事項について審議され、全議案
原案通り可決・承認されました。

⑴  令和元年10月末財務状況について
⑵  令和元年度上半期ディスクロージャー誌

の発行について
⑶  役員候補者推薦・選任内規の一部変更に

ついて
⑷  賃貸施設等事業資金にかかる特別貸出

要領の一部変更について
⑸  賃貸施設等事業資金特別貸出要領に基

づく貸出限度額の変更について
⑹  年末賞与の支給について

編集後記
　昨年の11月号に掲載された「見沼代用水」の記事ですが……大反響でした。あり
がとうございました。この記事を作成したのは、見沼代用水・担当者の方と編集担
当のＳが、何度も打合せを重ね作りあげた記事です。第二弾は有るのか聞いてみた
ところ、散策しながら探してみるそうです（笑）皆様も編集担当Ｓにリクエストし
てみてください（笑） 編集担当  Ｎ

※応募ハガキに基づく個人情報は抽選、景品の発送、
意見等の掲載に使用させて頂きます。あらかじめご
了承下さい。
※おひとり様１枚までのご応募とさせて頂きます。

応
募
方
法

　�正解者の中から抽選で10名様に図書カードを
プレゼント。
【締切日】１月末日 発表は３月号です。

 ★数独 出題　ニコリ

63 〒346－0105
久
喜
市
菖
蒲
町
新
堀
473

Ｊ
Ａ
南
彩

　
　
　

広
報
係

���

答

����

郵
便
番
号
・
住
所
・

氏
名
・
年
齢

����

Ｊ
Ａ
南
彩
と
本
誌
へ
の

ご
意
見
・
ご
希
望
・
短
歌
・

イ
ラ
ス
ト
な
ど

11月号応募総数70通

11月号の答え

答え 　　15

当選者の発表は商品の発送をもって
代えさせていただきます。

二重枠に入った数字の合計はいくつ？

  ルール
①  空いているマスに、１から９までの数字のどれか

を入れます。
②  タテ列（９列）、ヨコ列（９列）、太線で囲まれた

３×３のブロック（それぞれ９マスあるブロック
が９つ）のいずれにも１から９までの数字が１つ
ずつ入ります。
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発行責任者／南彩農業協同組合
　　　　　　代表理事組合長　中野榮一
　　編　集／企画管理部総合企画課　〒346－0105
　　　　　　埼玉県久喜市菖蒲町新堀473
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日時　　　令和2年2月20日㈭
　　　ＡM10:15～ PM2:50
会場　　　むさしの村（加須市志多見1700-1）

●ＪＡ南彩女性部久喜支部「令和元年度活動報告」
●健康セミナー「逆転発想のウォーキング術！」
　 講師　ウォーキングトレーナー　池田ノリアキ 氏
●記念講演「山田雅人かたりの世界」　好評第２弾
　 講師　山田雅人 氏 … ＴＢＳ渡る世間は鬼ばかりなど幅広く活躍。
　 落語でも漫談でも一人芝居でもないマイク１本とスポットライト１つの話芸を披露します。

♦ お申込み又はご不明な点がございましたら、お近くのＪＡ南彩各支店又は、本店営農部
営農支援課0480-87-1135までお気軽にお問合せください。

♦ＪＡ南彩管内にお住まいの女性に限りご参加いただけます。
♦バスをご利用の場合、集合場所・時間等につきましては、改めてご案内申し上げます。
♦ 参加費として1,000円、さらに当日バスをご利用いただく場合は乗車代金として1,000円
申し受けます。

♦前日及び当日キャンセルの場合、参加費1,000円については返金しかねますので予めご
了承ください。

♦ お申込みに際してご記入いただきました個人情報は、当ＪＡにおける事業等のご案内及
び業務の遂行上必要な事項以外には使用いたしません。

講師 池田ノリアキ 氏

講師 山田雅人 氏

参加費1,000円
（食事・記念品付）
バス乗車代金1,000円
先着400名様
（事前予約制）

番号案内サービス（104）へお問い合わせの際は、
必ずJA南彩の葬儀とおたずねください。

（24時間・365日対応）
事前相談も行っています。お問い合わせください。

0120－145－731

お知らせ JA南彩葬祭岩槻城南支店
☎048－797－4909

JA南彩葬祭白岡大山支店
☎0480－91－0490

JA南彩葬祭春日部支店
☎048－733－9099

JA南彩葬祭久喜江面支店
☎0480－25－2929

JA南彩葬祭蓮田支店
☎048－768－4445

JA南彩葬祭菖蒲支店
☎0480－86－0400

JA南彩葬祭宮代支店
☎0480－32－4966

JA南彩催事センター
☎0120－145－731




